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　年内最後の大型ジュエリー
ショー「ジャパンジュエリー
フェア2021」（JJF2021）が、
インフォーママーケッツジャパ
ン㈱、一般社団法人日本ジュ
エリー協会、山梨県水晶宝飾
協同組合の3団体主催のもと、
11月24日～26日の3日間、ア
イメッセ山梨（山梨県甲府市）
で開催される。
　業界初の産地型ジュエリー
ショーとなる同展示会には、世
界屈指のジュエリー加工・製
造技術を持つ地元山梨県の
企業やクラフトマンが多数出
展するほか、業界を牽引する
大手メーカーや卸業者の出展
も決定し、会場はすでに満杯
状態とのこと。
　会場までは、来場者の利便
性を考慮し、国内の主要都市

（東京駅、新宿駅、横浜駅、名
古屋駅、新大阪駅）とアイメッ
セ山梨、さらには甲府駅とアイ
メッセ山梨を結ぶ無料シャトル
バスが用意される。東京駅と横
浜駅からであれば、約1時間半
で会場に到着できるので、会
場内を見て回り、また商談時
間も十分に確保できるだろう。
こちらのサービスは誰でも利用
可能となっており、JJFホーム
ページから簡単に予約できる。
さらに、会場周辺には1000台
以上収容可能な大型の駐車
場を来場者用に用意している
とのことだ。
　また今回も日本一のジュエ
リーデザインを決める「JJA
ジュエリーデザインアワード
2021」の表彰式や、プロ・若
手・異業種向けのさまざまな企

画とセミナーも目白押しとなっており、
“売るための「戦略」も「知識」も「人脈」
も、甲府で全て手に入れる”として呼び
掛けている。
　売るための「知識」を深めるセミナー
は、4つ準備されている。①25日13時
から「人気のカラーダイヤモンド-販売
テクニック」を㈱みつわの常務取締役・
JJA資格制度委員会副委員長の船守
晋二氏が伝える。②25日15時から「全
ジュエラー必見！AGL基準によるピ
ジョンブラッド＆ロイヤルブルー」を宝
石鑑別団体協議会の色石委員会委員
長、渥美郁男氏が説く。③26日11時か
ら「山梨が誇る高度技術にフォーカス
次世代育成型セミナー『宝石加工』」を
ジュエリークラフトフカサワ代表の深澤
陽一氏と山梨県立宝石美術専門学校
准教授の花輪啓太氏が伝授する。④
26日14時30分から「山梨が誇る高度
技術にフォーカス次世代育成型セミ

ナー『貴金属加工』」をアンブローズカ
ンパニー㈱製造部マネージャー後藤
尚久氏と山梨県立宝石美術専門学校
准教授の穂坂雅喜氏が解説する。
　売るための「人脈」を築くチャンスと
しては、古来より受け継がれ、研ぎ澄ま
されてきた『技』をもった山梨県の有力
企業200社の出展があり、甲府以外の
展示会では出会うことができない多数
のメーカーやクラフトマンとの商談・買
い付けのチャンスを活かしたい。
　なお、工場見学ツアーは①ラッキー
商会＝25日10時～12、②石友＝25日
13時～15時の2つ。WEBサイトから申
し込みができる。

　RX Japan㈱と一般社団法人福井
県眼鏡協会が主催する「第34回国際

メガネ展（IOFT2021）」が10月18日
～20日、東京ビッグサイト西展示棟で

開催され、全国
よりIOFTを待
ちわびた小売
店が多数来場
し、リアルで体
感できる展示
会の良さや魅

力を久しぶりに実感する姿がみられた。
　会場では250社による世界中の新作
アイウェアが出品されたのをはじめ、トレ
ンド商品や関連商材・サービスが一堂
に並ぶと同時に、知識を得るセミナーも
満席だったが、リアルな情報交換が行
えたことへの満足度が高かったようだ。
来場者の多くは、リアル展示会だからこ
そ「実際に製品を見られる」「直接話が

聞ける」「思わぬ製品と出会え
る」絶好の機会などを期待して
いた。それは全国有力小売店
によるオープニングセレモニー
が実施されたことからも判断
でき、業界が一丸になる強さ
を持っていることが窺える。
　その期待に応えるように、
サングラス特集をはじめ、海

外デザイナー、キッズフレーム、めがね
のまち福井、OEMなどの特集を紹介
し仕入れの効率化を図ったほか、日
本メガネ大賞表彰式と受賞製品ギャ
ラリーで製品力の魅力も伝えた。
　また、今年からは「サステナブルアイ
ウェア展示ギャラリー」が新設され、い
ま注目されるサステナブルに関するメ
ガネやサングラス30ブランドを揃えた
ことから、業界をリードする団体・展示
会としての意識の高さが感じられ、評
価に値する。
　2022年は10月18日～20日、東京
ビッグサイトで開催予定。

　「鯖江めがねをかけようキャンペー
ン第2弾」が10月18日～12月28日ま
で開始され、全国の眼鏡店約2200店
が参加している。
　キャンペーン期間中に、参加小売店
で「鯖江めがね」の購入者にスクラッチ
カードが配られる。特賞はオーダーメイ
ドフレーム（世界で1本だけのフレーム）
10名ほか、めがね引換券5万円券200
名、めがね引換券2万円券2000名、
1000円商品券15,000名が当たる。
　なお、同キャンペーンはコロナ禍から
の復興事業として実施されており、第1
回目の開催では、参加小売店各社が
SDGs推進に賛同し、5,421,904円の
寄付金が集まった。寄付金は国連の
友を通じて国内外の医療従事者に寄
せられる。
　10月18日のIOFT国際眼鏡展会場内
に設置された福井ゾーンSDGs推進ブー
スにおいて、国連の友アジアパシフィック
理事金森孝裕氏に寄付金を手渡す贈
呈式が催された。出席者は、金森氏に加
え、日本眼鏡関連団体協議会代表理事
白山聡一氏、鯖江市市長佐々木勝久
氏、一般社団法
人福井県眼鏡
協会会長谷口康
彦氏の4名。
　鯖江市は、
「SDGs未来都
市 めがねのま

ちさばえ」を掲げ、SDGsを推進し
ている。特に目標5の「ジェンダー
平等の実現」に重点を置き、女
性の活躍を軸に持続可能な地
域の振興を目指している。なお、
SDGsのシンボルマークにはメガ
ネをモチーフにしたピンバッジを
作成し、関係者に配っている。
　国連でSDGsを推進する大使
が「めがねのまちさばえ」を視察

し、さばえを拠点に世界へSDGsを発
信していこうと発言したのは、めがねが
持っている世界規模の社会性、メッ
セージ性に他ならない。ものづくり、製
品、サービス、健康、福祉、教育、人生
の楽しみ、自分らしさ…めがねがSDGs
に貢献できることは無限にある。しか
し、いちばん大切なことは、めがねを通
して世界中の一人ひとりがSDGsを考
えるきっかけとなること。幸せな未来に
近づくための視野を広げること。
　17あるSDGsの目標は幅が広く、出
来ることが何かあるはずである。身近な
ところから世界と自分のつながりを見
つけ、未来に向けた行動を起こすきっ
かけづくりを行いましょうと呼びかける。
　SDGs（Sustainable Develop-
ment Goals＝持続可能な開発目標）
は、地球に住むすべての人が暮らしや
すい社会を将来に引き継いでいくた
め、2015年9月に国連総会で採決され
た世界共通の目標。2030年までに経
済・社会・環境など様々な課題に取り
組もうと定められた。世界中の“誰一人
取り残さない”を理念としている。

宝石の街山梨県でJJF2021開催

IOFTの開催待ちわびた小売店が来場

SDGsに賛同するメガネ小売店2200店が
国連の友を通じて542万円を寄付

オープニングセレモニーも実施しリアル展示会から業界を盛り上げる

鯖江市と眼鏡業界全体でSDGsを推進
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